
(公社)須賀川労働基準協会活動実績（令和３年度分）
　　　　　　　　　　　（　令和３年４月～令和４年３月の活動　）

１．令和３年４月～令和４年３月の活動の活動概況

　令和３年度の協会活動は昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染防止のため、大きく制約を

受けました。協会の運営の根幹である、理事会・総会については、９月の理事会を除き文書によ

る決済や、簡易な形での開催となりました。

　１０月の「須賀川地区産業安全衛生大会」については参加者を限定した開催ではありましたが、

通常通り、一堂に会した大会を開催することができました。　受賞者の方々を役員・関係事業場の

みなさんの前で顕彰できたことは良かったと思います。「安全衛生大会」の意義を改めて、実感で

きました。

　説明会については「安全週間説明会」は実施しましたが、「衛生週間説明会」は開催せず、労務

研修会も中止といたしました。県協会の主催である県大会も２年連続で中止になり、例年、県大会

への参加と一緒に実施している「優良事業場視察」も中止となりました。　

２．【事業別の活動】

　２－１．公益事業１　労働関係法の啓蒙等、安全衛生活動の推進に関する事業　

　　（１）．須賀川地区産業安全衛生大会の開催

　　上記「概況」に記載の通り、一堂に会した安全衛生大会を開催しました。今年度は事業場

　表彰は行わず、個人表彰のみとし、「安全」１２名　「衛生」　７名　を表彰いたしました。

　　　　　＜参考＞　福島県産業安全衛生大会  は中止となりました。

　　　　　　（注）県大会は主催が福島県労働基準協会であり、当協会の「公益事業」ではない。

　　（２）．各種説明会及び研修会の開催

　　　「安全週間実施説明会」　６月実施　　

　　　「衛生週間実施説明会」　例年　９月実施　　令和３年度　　中止

　　　「労務研修会」　　　　　　　例年１１月実施　　令和３年度　　中止

　　　「労災研修会」　　　　　　　例年　２月実施　　令和３年度　　中止

　　（３）．事業目的推進のため広報活動

　　　　　①　協会だよりの発行 －　６月に発行（執行体制紹介・監督署長新任挨拶等）

　　　　　②　協会通信の発行　－　毎月発行し、「協会だより」に代わってきめ細かく広報を行った。

　　　　　③　ホームページの更新　－　随時実施（講習会の案内、活動報告、各種情報の提供）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しい情報をタイムリーに提供できるツールであり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後とも充実させていきたい。

　　　　　④ 「安全標語」の募集と標語印刷及び配布　－　５月募集、７月に会員事業場へ配布　

　　 （４）．労働安全衛生行政（福島労働局及び須賀川労働基準監督署）との連携・協力

　　① 協会通信及びホームページで、 労働局及び監督署からの情報を掲載し、事業場の

　　　　安全活動に供した。福島労働局からの連携が強化され、月初の労働局からの情報

　　　　提供と毎月上旬の須賀川労働基準協会ホームページでの情報提供が、定着した。

　　② 例年の活動では、労働局主催の労働災害防止団体連絡会や県中保健福祉事務所

 　 　　主催の県中圏域職域連絡会、また須賀川地域産業保健センター主催の会議などに

　      出席しているが、令和３年度はそのほとんどが、中止となり、情報提供のみであった。

議案第１号



　２－２．公益事業２　労働安全衛生に関する講習会及び研修会の開催に関する事業
 

　令和３年度の教育講習事業は令和２年度のようにほぼ３ヵ月にわたって講習会を中止するような

ことはなかったが、結果的に受講者数は正常年の令和元年比較で▲46％、収入面では▲34％と

厳しい状況であった。

　年度比較で受講者数の増減については講習科目により講習時間や受講料が異なり、単純には　　

比較できないが、受講者の減は収入減に直結しており、年度会計が悪化した一因である。

　なお、 講習会の実施にあたっては昨年同様、 受付での検温、 マスク着用、 着席の間隔確保、

定期的な換気や除菌を実施した。

　　（１）技能講習に関する講習　　　　「計７回実施」

　　　    玉掛技能講習　　　　　　　 　　   （３回実施）　　

　　　　　ガス溶接技能講習　　　　　　　　（２回実施）

　　　　　床上操作式クレーン技能講習　（２回実施）

　　（２）労務管理及び安全衛生特別教育に関する講習

　　　職長教育・安全管理者選任時講習・安全衛生推進者教育・アーク溶接講習・有機溶剤

　　作業者教育・リスクアセスメント教育・新入社員教育等の講習を実施。 「KYT教育」「VDT

　　教育」については講師の都合・受講者数等を考慮して、開催を見送った。

　　（３）その他教育講習（官公庁、関連団体、地域等の要望に対応して）

　　単一事業場あるいは業界団体からの講習の要請も１，２件と少なく、年間を通して

　受講者の減少につながた。コロナ感染の影響ともみられるが、教育講習は収入の

　柱でもあるので、新たな教育講習の検討など次年度に向けて対策を講じたい。

　２－３．収益事業　安全衛生管理関連図書及び設備等の斡旋、共同購入に関する事業

　　「安全週間」「衛生週間」「年末年始」「新年度」等の安全衛生活動の時期に

　　ポスター、安全用品、図書等の紹介斡旋及び販売を行った。　

　２－４．その他事業１　労働保険事務業務

　　労働保険事務業務を受託し、労働保険、雇用保険関連業務を遂行。

　　雇用保険資格取得及び喪失の業務（随時)、労働保険料納付処理（年３回）他

　　　
　２－５．その他事業２　会員交流・福利厚生に資する事業

　　（１）事業場が実施する定期検診の実施機関の斡旋、紹介。

　「福島県労働保健センター」及び「郡山病院」と連携し、事業場の健康診断

　 検診機関の紹介等 事業場の健康診断実施をサポートする事業。　
　　　　　

　　（２）福島県労働基準協会及び県内各地区基準協会との連携・協力

　　①福島県安全大会は中止となった。－前述－

　　②定例の連絡会として例年２回開催されており、各協会の情報提供を受け、須賀川

　　　労働基準協会の活動面で参考にしている。　令和３年度は１度は中止、３月の連絡

　　　会はリモートワークで開催された。



３．【その他：法人としての活動】

　　（１）行政及び地域との連携

　　①　「福島労働局：労働災害防止団体会議」参画

            労働局の基本方針の説明を受け、協会活動と行政の連携を強化する機会で

　　　　　あり、各種の情報提供を受けている。「協会通信」「協会ホームページ」にとって

　　　　　大事な情報源である。

　　②　「県中地域職域連携協議会」参画（県中保健福祉事務所との連携）

　　　　　　　　　地域の健康増進に関して、その活動を広報面で協力。

　　　　チラシ「はなまる健康だより」配布。「衛生週間説明会」等で活動の報告。

　　　　資料等は受取、会員事業場へ配布もさせてもらったが、会議自体は中止。

　　③　「須賀川地域産業保健センター運営協議会」参画

　　　　　須賀川地区の小規模事業場の健康管理促進活動に協力。

　　　　　例年２回開催していたが、令和３年度はいずれも、中止であった。

　　（２）会員事業場からの労働問題等の相談対応

　　　会員事業場から問い合わせがあった場合など、監督署や職安に内容を相談し

　　　それに基づき、回答をさせてもらっている。（例：定年後の継続雇用の契約等）
　

　　（３）公益社団法人として「定期報告」及び監査を受診

　　　公益社団法人の定期報告は通常下記の３件があるが、いずれも提出している。

　　①３月末提出：次年度の活動計画及び予算

　　②６月末提出：前年度の活動実績及び決算
　　③通常７月提出：理事の変更登記と変更届
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下に毎月の活動記録を掲載いたします。

２．毎月の活動および今後の活動計画　　　　（中止した事業もあえて掲載しております）

月 日 活動内容 備考

8 福島労働局河西局長着任のご挨拶 協会

12 協会会計監査 協会会議室
監事（鈴木・渡辺）
事務局：大倉・栁沼

13 新入社員研修会　　　 ３３人

理事会（今年度第一回） ＜中止＞

事務組合担当者研修会 ＜中止＞

23 ＲＳＴ須賀川監査 協会会議室 ＲＳＴ監事・大倉

10 福島県　労働基準協会会計監査 福島市 大倉

12 職長教育講習会（12日・13日）                 　　　 ☆ ８名

14 労働保険事務組合県南支部総会　（役員のみ） 郡山市 栁沼

18 フルハーネス講習会　　　　　　　　　　　　　　　　　☆ 神田産業（株）横山 ２９名

20 労働保険事務組合総会　　 郡山市 ＜要請により委任状＞

20 須賀川労働基準協会総会　　理事会（第二回） ＜規模縮小＞

21 福島県労働基準協会総会 福島市 ＜規模縮小＞

24 交通誘導員教育講習　　　　　　　　　　　　　　　　☆ 須賀川市民温泉 ３０名

27 玉掛け技能講習（27日・28日・30日）　　　　　　　☆ ３１名

４
月

５
月



10 全国安全週間説明会 須賀川市労働福祉会館 ５３名

17 安全管理者選任時研修（17，18日）　　　　　　　　☆ 須賀川市労働福祉会館 17名

24 床上クレーン（24,25日）　実技：27日　　　　　　　 ☆　 神田産業・ヒロセ １８名

ＲＳＴ須賀川総会 ＜中止＞

30 安全標語応募事業場訪問 標語応募事業場 大倉

30 公益法人定期報告書を県へ提出　（年３種類） 福島県 事務局

1 安全週間（7/1～7/7） 各事業場 ポスター等掲示

6 役員登記 福島地方法務局 事務局

10 ガス溶接技能講習（実技11日）                       ☆ 市民温泉・三瓶自動車１８名

15 玉掛け技能講習（15日・16日）実技・18日　　　   ☆ 神田産業・三瓶重機 １7名

20 リスクアセスメント講習（事業場単独開催）　　　   ☆ 事業場会議室 １１名

6 職員の健康診断 労働保健センター

18 職長教育（製造）(18、19日）　　　　　　　　　 　    ☆ 労働福祉会館 ２０名

30 職長・安責者教育（建設）（30,31日）　　　　　     ☆ 労働福祉会館 ２６名

衛生週間実施説明会　 ＜中止＞

15 理事会 　　　　　　　　 労働福祉会館 ２２名

28 リスクアセスメント講習　　　　　　　　　　　　　　    ☆ ２１名

福島県産業安全衛生大会 ＜中止＞

事業場見学（例年上記大会と一緒に実施していた） ＜中止＞

20 須賀川地区産業安全衛生大会　　 労働福祉会館 ４５名

21 玉掛け技能講習（21，22，24）　　　　　　　　　　     ☆ 神田産業・三瓶重機 １５名

28 床上操作式クレーン技能講習（28,29,31） 　     ☆ 神田産業・ヒロセ １３名

1 福島県内基準協会連絡会 ＜中止＞

11 18 職長教育（製造）・(18,19日）　　　　　　　　　　    ☆ 須賀川市民温泉 １１名

月 24 職長・安責者教育教育（建設）(24、25日）　　　 ☆ 神田産業 　６名

26 教育講習機関として監査を受ける 協会事務所 監査員２名

9 アーク溶接講習会（９日、10日）                     ☆ 神田産業 １８名

12 9 労務災研修会 ＜中止＞

13 監督署・基準協会合同パトロール 会員事業場（５社） 監督署岡田・協会大倉

月 14 安全衛生推進者講習(14日、15日）　　　         ☆ 須賀川市民温泉 　９名

21 フルハーネス講習会　　　　　　　　　　　　         ☆ 事業場単体 １２名

7 　・安全祈願祭、役員会 神炊館神社 ２４名

20 　・有機溶剤講習　　　　　　　　　　　　　 　　　    ☆ ＜中止＞

22 　・ガス溶接講習（２２日、２３日）　　　　　　       ☆ 市民温泉・三瓶自動車 １６名

　・安全管理者研修会（県協会） ＜中止＞

24 　・職長教育（製造）（24日，25日）　　　　　       ☆ 須賀川市民温泉 　９名

  ・理事会（事業計画・予算） 中止

　・衛生管理者講習会（県協会）　　　　　　　     ☆ ＜中止＞

10 　・玉掛け技能講習（１０日、１１日、１３日）　　   ☆ ＜中止＞

　・福島労働局　災害防止団体連絡会議 ＜中止＞

25 　・公益法人　定期報告（事業計画・予算） 福島県へ報告

　協会通信「協会だより発行月を除き、毎月発行」 ホームページメンテナンス：随時

　①局・監督署からの情報、②講習会案内

（注）　網掛けの活動は　組織全体に関係する活動 ：　概ね公益事業Ⅰの事業

☆印の活動は「教育講習」の活動　　　　　　　：　　　　公益事業Ⅱの事業
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